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レッスン １． 治る～人間は＜治らない＞部分を抱えた存在であることを認め、そこか 

ら違った方向への旅立ちを考える。＜あきらめ＞の深い底に足をつけて 

着地するところから新しい生を夢見ることはできないだろうか・・・ 

レッスン ２． 偲ぶ～この世にいない人のことを想うことは非常に大事な事ではないで 

しょうか。私達は後ろを振り返りさまざまな事を＜偲ぶ＞幸福を与えられ 

ているのです。そのことをもっと大切にしなければならないんじぁやない 

か、あらためて思ったりもするのです。 

レッスン ３． 歌う～はじめに＜歌ありき＞古代人は言葉より先にこころの感動を音階と 

して表現したのではないでしょうか。だから小鳥が泣くことを＜歌＞として 

聞く、森のそよぎを＜森が合唱している＞と例えたロシアの詩人もいます。 

歌を本当に聞き、歌に感動する心を持つ人だけが歌う権利があるので 

はないか。 

レッスン ４． 守る～この国と私たちの明日が今大きく傾こうとしている予感があります。 

何もかも頼りにならず姿を変える、そんな日が現実になった時、私達は自 

分の人生で守るべきものは何なんだろうか初めて知ることになるでしょう。 

そんな気がします。 

レッスン ５． 食う～我々は生きるために他の＜いのち＞を殺さなければならない、そう 

いう矛盾の上に立った存在である以上、食べる営みを決して軽く見ては 

いけないのです。人間は食べることによって自分の＜いのち＞を支え、 

その＜いのち＞によって物事を考え、そして自分の人生を歩んでいく 

＜食べる＞営みを軽蔑するような考え方には僕はついていけません。 

レッスン ６． 暮らす～人間は決して一人では暮らしていけません、しかし心の中では 

二つの相反する感情があるのです。一つは孤独を恐れる気持ち。 

もう一つは自分だけの空間を守ってクールに生きたいという気持ち。 

最近のトルコは日本からの旅行者が驚くほど多く訪れるようになった。 

中には今の日本に失われつつある濃密な人間関係に憧れてトルコに 

住みついてしまう若い人もいるらしい。 

レッスン ７． 還る～土に還る、自然に還る、人間は死んだ後何処へ還るのか、これは 

永遠の問いかけです。死後どの様によみがえるのか、夜ごと想像するの 

が目下の楽しみの一つです。 

死後の世界という問題を考える事を単なる迷信としてではなく、人間の 

知性や文化の問題として受け止めたいと改めて思うのです。 



レッスン ８． 探す～気持ちが滅入って仕方がない時、二つの探し物をします。 

一つは明るくて楽しい事を、それでも駄目な時は最も困難な状況の人間 

の強さを。私達が遊ぶとか趣味とか道楽とか言っていることも又人間が 

生きていくうえで実に大きな力を持ち合わせているのかもしれない。 

レッスン ９． 残る～私達は生きているだけで価値のある存在です。生きていることは 

尊く、自然と融和する事であり、たくさんのものに支えられた奇跡でもある 

のです。不自由を耐え忍びながらハンディキャップをはねのけながらも 

必死で生きている人たちが沢山いるのです。 

レッスン１０． 痛む～僕は痛みが嫌いです。それは痛みが肉体的な苦痛であるだけで 

なく人間の精神に大きな影響を及ぼすからです。 

人間にとって痛みは当然と考えるのは間違っている、痛みから自由にな 

る事、解放されるという事が人間の魂にとって、とても大事なことと思うか 

らです。 

人間にとって＜励まし＞はとても必要な事です＜さあがんばって、一緒 

に歩いていこう、大丈夫だよ、きっと、立ち上がれるさ、その気になれば 

必ず道は開けるだろう＞という励ましの言葉は心強く頼もしいものです。 

自分に立ちあがる余力が残っていない時に人が求めるのは、何も言わず 

黙って側にいてくれる、うなずきながら自分の言葉を聞いてくれる、そして 

痛む個所に静かに手を当てて一緒に痛みを感じてくれること、そんなこと 

ではないかと、ふと思うのです。 

レッスン１１． 若く～人間は若さだけがすべてではない、春だけが季節ではない、それ 

ぞれの季節に合った魅力的な生き方を目指す必要があるのではないだ 

ろうか。私達はそれぞれの顔に、それぞれの季節に、それぞれの魅力を 

発見できる筈です。人間は若さだけがすべてではない。私達が考えなけ 

ればならないことは、その時期・年齢なりに、その時期の良さを表に表す 

事でしょう、秋の魅力、冬の静けさ、そういうものの季節を心行くまで・・・ 

エンジョイして行けるようになりたいものです。 

レッスン１２． 生きる～私達は人間として無意識に生きていける。しかしこの世に生まれ 

た以上、生きていることを十分に味わい、感謝しつつ生きれば、一つの 

人生が三倍にも五倍にもなるのではないでしょうか。 

人間が本当に歓ぶためには、本当に深く悲しみむという事を知らなけれ 

ば歓ぶという事は出来ない、絶望なくして希望はない、そして人間に対 

する徹底したマイナス思考のどん底から人は本当のプラス思考の光を 

掴むことが出来るのではないでしょうか。 
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